
 

 

  
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

 

          

 
 

旧
制
中
学
か
ら
新
制
高
校
へ 

戦
後
の
昭
和
22
年
当
時
、
茨
城
県
に
は
県
立
中
等

学
校
と
し
て
中
学
校
九
（
水
戸
・
土
浦
・
下
妻
・
鉾

田
・
麻
生
な
ど
）、
高
等
女
学
校
一
八
（
水
戸
・
土
浦

・
下
館
・
石
岡
・
大
子
な
ど
）、
農
学
校
一
二
（
水
戸

・
石
岡
・
真
壁
・
笠
間
・
取
手
な
ど
）、
工
業
学
校
四

（
水
戸
・
下
館
な
ど
）、
商
業
学
校
二
（
水
戸
・
湊
）、

水
産
学
校
一
（
湊
）
の
計
四
六
校
で
、
そ
の
他
に
市

町
村
立
と
私
立
の
中
等
学
校
が
数
校
ず
つ
あ
っ
た
。 

昭
和
23
年
４
月
に
発
足
し
た
、
新
制
高
等
学
校
は

民
主
主
義
教
育
の
原
則
に
則
っ
て
、
学
校
差
の
撤
廃

や
入
学
試
験
の
緩
和
、
勤
労
青
年
へ
の
門
戸
解
放
等

に
よ
っ
て
、
高
等
教
育
の
機
会
均
等
を
実
現
さ
せ
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
男
女
共
学
の
実
施
も
、

新
制
高
校
の
大
き
な
特
色
で
あ
っ
た
が
、
制
度
と
し

て
定
着
す
る
に
は
か
な
り
の
時
間
を
要
し
た
。 

『
茨
城
県
教
育
史
』（
茨
城
県
教
育
会
・
昭
和
35
年

刊
）
に
は
〇
こ
の
問
題
に
関
し
て
も
、
新
制
高
等
学
校
再

編
成
協
議
会
に
お
い
て
慎
重
な
審
議
が
行
わ
れ
た
結
果
、
昭

和
二
十
四
年
度
の
新
入
生
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
し
、
原
則

と
し
て
は
、
男
女
共
学
を
本
体
と
す
る
も
、
施
設
そ
の
他
地

域
の
事
情
に
よ
り
、
画
一
般
に
実
施
す
る
こ
と
を
さ
け
た
。

〈
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
最
初
か
ら
消
極
的

な
姿
勢
が
み
て
と
れ
る
。
同
書
は
続
け
て
〇
新
制
高
等

学
校
の
発
足
し
た
昭
和
二
十
三
年
度
に
お
い
て
は
、
普
通
課

程
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
。 

男
子
の
み
の
学
校
…
二
六
校 

女
子
の
み
の
学
校
…
一
九
校 

男
女
共
学
の
学
校
…  

四
校 

し
か
し
な
が
ら
、
当
時
は
従
来
の
男
子
に
対
し
て
の
中

学
校
、
女
子
に
対
し
て
の
高
等
女
学
校
と
い
う
観
念
が
強
く

、
男
女
共
学
に
対
し
て
は
、
従
来
の
男
女
性
別
に
対
す
る
儒

教
的
思
想
が
強
く
支
配
し
て
い
た
の
で
、
相
当
社
会
の
注
目

す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
男
女
共
学
を
原
則
と
し
て
生
徒
募

集
を
行
っ
た
も
の
の
、
実
情
は
お
の
ず
か
ら
二
つ
の
方
向
に

分
れ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
つ
は
同
一
地
域
に
既
に
旧

制
の
中
学
校
と
高
等
女
学
校
と
が
あ
っ
て
、
男
女
別
の
教
育

が
行
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
は
、
従
来
の
伝
統
か
ら

男
女
の
共
学
は
一
般
に
不
振
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
同

一
地
域
に
唯
一
の
旧
制
中
学
校
を
も
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で

は
、
男
女
共
学
が
成
功
を
見
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ

る
。
例
え
ば
全
学
年
に
わ
た
っ
て
男
女
共
学
が
行
わ
れ
た
新

制
高
等
学
校
は
小
瀬
・
笠
間
・
麻
生
・
潮
来
・
江
戸
崎
・
真

壁
・
谷
田
部
等
で
あ
っ
た
。
日
立
・
太
田
・
水
戸
・
土
浦
・

下
館
・
下
妻
・
水
海
道
・
竜
ヶ
崎
・
鉾
田
等
の
如
く
旧
制
の

中
学
校
が
第
一
、
旧
制
の
高
等
女
学
校
が
第
二
の
高
等
学
校

に
再
編
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
は
、
大
部
分
男
女
別
に

分
れ
、
極
め
て
尐
数
の
男
子
ま
た
は
女
子
が
一
方
に
在
学
し

て
い
る
現
象
で
あ
る
。〈
と
、
新
制
高
校
へ
の
移
行
期
数

年
間
の
推
移
を
分
析
し
て
い
る
。 

 

初
の
女
子
一
高
生
は
六
人 

昭
和
25
年
、
本
校
創
立
以
来
初
め
て
女
子
六
名
（

の
ち
一
名
転
入
で
七
名
に
な
る
）
が
入
学
し
た
。
こ

れ
ま
で
女
人
禁
制
で
あ
っ
た
教
室
に
可
憐
な
女
生
徒

が
い
る
と
い
う
こ
と
自
体
、
女
子
か
ら
隔
離
さ
れ
て

学
校
生
活
を
し
て
き
た
当
時
の
上
級
生
た
ち
に
と
っ

て
は
俄
か
に
信
じ
難
い
出
来
事
で
あ
っ
た
に
違
い
な

い
。
休
み
時
間
、
女
生
徒
の
い
る
教
室
の
廊
下
に
は

見
物
の
上
級
生
が
群
が
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。 

翌
26
年
に
は
三
十
二
名
の
女
子
が
大
挙
し
て
一

高
に
入
学
し
た
。
学
校
側
は
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
た
。

五
、
六
名
な
ら
と
も
か
く
、
三
十
人
を
超
え
る
と
ト

イ
レ
や
更
衣
室
な
ど
女
子
生
徒
の
環
境
を
整
備
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
体
育
な
ど
の
授
業
も
女

子
を
視
野
に
入
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
改
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
男
子
ば
か
り
を
相
手
に
し

て
き
た
教
師
に
と
っ
て
、
女
子
の
指
導
に
戸
惑
い
も

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
本
校
で
は
、
や
っ
ぱ

り
男
女
共
学
は
無
理
だ
と
い
う
気
運
が
強
ま
り
、
一

転
し
て
女
子
の
一
高
へ
の
志
願
を
抑
え
る
方
向
に
動

き
だ
し
た
。
昭
和
27
年
に
入
学
し
た
岩
崎
（
小
野
）

惇
子
氏
（
高
７
回
）
は
『
進
修
百
年
』
に
「
パ
イ
オ

ニ
ア
時
代
の
女
子
学
生
た
ち
」
と
題
し
て
一
高
へ
の

入
学
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。〇
土
浦
市

内
一
の
マ
ン
モ
ス
校
、
土
浦
一
中
か
ら
は
七
人
ほ
ど
一
高
進

学
希
望
の
女
子
が
い
た
。
し
か
し
受
験
票
提
出
の
期
限
ぎ
り

ぎ
り
ま
で
、
高
校
の
意
図
を
う
け
て
教
師
が
一
人
一
人
説
徔

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
も
生
徒
指
導
に
熱
心
な
教
師
ほ

ど
一
生
懸
命
、
親
も
呼
ん
で
進
学
校
の
変
更
を
す
す
め
た
。

私
の
場
合
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
が
、
変
更
す
る
に
も
行
き

た
い
高
校
が
な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
受
験
し
た
。
〈
こ
う
し

た
一
高
の
方
針
は
し
ば
ら
く
続
け
ら
れ
た
よ
う
で
、

こ
の
あ
と
し
ば
ら
く
の
間
、
女
生
徒
は
数
人
程
度
に

止
ま
っ
て
い
る
。 

 

水
戸
一
高
で
は
二
人 

水
戸
一
高
で
も
同
様
な
状
況
が
み
ら
れ
た
。
昭
和

25
年
４
月
、
初
の
女
生
徒
二
名
が
入
学
し
た
。
こ
の

こ
と
は
地
元
新
聞
に
も
報
じ
ら
れ
る
な
ど
大
き
な
反

響
を
呼
ん
だ
。『
水
戸
一
高
百
年
史
』（
昭
和
53
年
刊

）
に
は
〇
…
し
か
し
、
大
騒
ぎ
さ
れ
る
ほ
ど
の
気
負
っ
た

気
持
ち
は
二
人
に
は
な
か
っ
た
。
一
人
は
当
時
を
回
顧
し
て

、
々
私
は
水
戸
の
学
区
内
に
い
ま
し
た
か
ら
、
水
戸
市
内
の

高
校
を
受
け
る
つ
も
り
で
い
た
と
こ
ろ
、
中
学
の
先
生
が
、

水
戸
一
高
へ
行
け
、
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
入
っ
た
わ
け
で
す

。
女
生
徒
が
一
人
も
い
な
い
学
校
で
あ
る
と
は
全
く
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
前
も
っ
て
分
か
っ
て
い
た
ら
受
験
し
な
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
入
学
式
の
時
に
二
人
だ
け
と

知
っ
た
時
は
相
当
の
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
〆
と
入
学
の
動
機
を

語
っ
て
い
る
。
女
生
徒
に
対
す
る
校
内
の
反
響
は
大
き
か
っ

た
。
す
で
に
二
人
の
入
学
以
前
、
そ
の
報
に
接
し
た
生
徒
数

名
が
、
教
師
の
も
と
へ
陳
情
に
行
き
、
七
〇
年
の
伝
統
の
名

に
お
い
て
そ
の
入
学
に
反
対
す
る
と
い
う
一
幕
も
あ
っ
た
。

…
〈
と
当
時
の
様
子
を
記
し
て
い
る
。 

と
も
あ
れ
水
戸
一
高
で
も
男
女
共
学
が
ス
タ
ー
ト

し
、
次
年
度
に
は
十
三
名
、
三
年
目
の
27
年
度
に
は

二
十
名
の
女
子
が
入
学
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
昭
和
30
年
代
前
半
に
は
一
ケ
タ
に
減
尐
す
る
な

ど
、
共
学
へ
の
歩
み
は
一
進
一
退
の
状
態
が
続
い
た
。 

平成２２年１１月１６日 

茨城県立土浦第一高等学校 

進修同窓会旧本館活用委員会 

第２９号 

左は昭和２５年の新入生１年Ｇ組の集合写真です。全員，新制

中学校から進学したはじめての土浦一高生です。戦後まだ間もな

い頃で服装などまちまちです。写真をよく見てください。前列中

央の担任（中田左内先生）の両側に女生徒が写っています。この

年，本校に，はじめて６名の女子が入学したのです。これは本校

にとって画期的なことでした。 



 

 

                                     

先
の
『
水
戸
一
高
百
年
史
』
で
「
本
校
で
一
定
数
の
女

生
徒
が
在
籍
し
、
曲
り
な
り
に
も
男
女
共
学
と
呼
べ
る
状
態

に
達
す
る
に
は
、
十
年
余
の
歳
月
を
要
し
た
の
で
あ
る
。
〈

と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
書
で
は
〇
本
県
当
局
は
、

発
足
当
初
か
ら
男
女
共
学
に
は
必
ず
し
も
積
極
的
姿
勢
を

見
せ
な
か
っ
た
。
二
七
年
二
月
の
地
元
紙
一
面
ト
ッ
プ
に
〃

男
女
共
学
制
度
好
ま
し
か
ら
ず
、
県
下
で
は
全
面
的
廃
止
の

公
算
大
、
西
野
教
育
長
突
如
声
明
を
発
す
〄
と
四
段
抜
き
見

出
し
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
読
者
を
驚
か
せ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。〈
と
県
教
育
委
員
会
の
共
学
否
定
の
方
向
性
を
指

摘
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
男
女
共
学
を
実
施
し
て

数
年
を
経
過
し
た
昭
和
29
年
度
の
入
学
志
願
者
の

状
況
を
、『
茨
城
県
教
育
史
』
の
資
料
か
ら
拾
い
出
し

て
み
よ
う
。
先
ず
女
子
の
一
高
系
へ
の
志
願
者
数
は
、

日
立
一
４
、
太
田
一
２
、
水
戸
一
９
、
鉾
田
一
46
、

土
浦
一
５
、
竜
ヶ
崎
一
16
、
下
館
一
９
、
下
妻
一
16

、
水
海
道
一
27
、
な
ど
で
結
構
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ

る
。
一
方
、
日
立
二
、
太
田
二
、
水
戸
二
、
土
浦
二
、

竜
ヶ
崎
二
、
下
館
二
、
水
海
道
二
な
ど
二
高
系
へ
の

男
子
志
願
者
は
皆
無
で
あ
る
が
、
石
岡
二
10
、
取
手

二
42
、
結
城
二
13
、
古
河
二
14
の
よ
う
に
一
部
共

学
校
も
出
て
き
て
い
る
。 

年
々
華
や
ぐ
土
浦
一
高 

再
び
本
校
に
話
を
戻
そ
う
。
表
１
に
示
し
た
よ
う

に
水
戸
一
も
土
浦
一
も
女
子
が
全
体
の
一
割
を
占
め

る
ま
で
に
は
制
度
発
足
後
十
数
年
を
要
し
て
い
る
が
、

日
本
の
高
度
経
済
成
長
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
昭
和 

40
年
代
に
な
る
と
、
年
々
五
十
人
を
超
え
る
女
子
が

入
学
す
る
よ
う
に
な
り
（
表
２
）、
土
浦
一
高
は
も
は

や
男
子
の
牙
城
で
は
な
く
な
っ
た
。
数
の
上
だ
け
で

は
な
く
、
学
校
生
活
の
各
分
野
で
女
子
の
活
動
が
目

覚
ま
し
く
な
っ
た
。
生
徒
会
で
活
躍
し
た
高
15
回
の

中
村
三
喜
氏
は
『
進
修
百
年
』
へ
の
寄
稿
「
伝
統
と

創
造
」
の
な
か
で
〇
男
女
生
徒
が
一
緒
に
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
を
す
る
に
は
抵
抗
が
か
な
り
あ
っ
た
時
で
あ
る
が
、
む
し

ろ
女
生
徒
か
ら
の
強
い
働
き
か
け
で
実
現
し
た
と
記
憶
し 

      

 

       

   

て
い
る
。
〈
と
女
生
徒
の
積
極
性
を
述
べ
て
い
る
。
音

楽
部
や
演
劇
部
な
ど
文
化
ク
ラ
ブ
は
も
と
よ
り
、
テ

ニ
ス
部
や
バ
レ
ー
部
な
ど
運
動
部
に
も
女
子
が
進
出

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
45
年
に
入
学
し
た
橋
本

（
柴
沼
）
順
子
氏
（
高
25
回
）
は
女
子
五
人
以
上
を

集
め
て
一
高
に
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
を
創
設
し
て
い

る
し
、
同
じ
く
高
25
回
の
佐
久
間
（
吉
田
）
満
里
子

氏
は
弓
道
部
で
の
活
動
を
〇
一
年
の
秋
の
県
南
新
人
戦

に
は
初
め
て
結
成
し
た
チ
ー
ム
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
団
体
・

個
人
と
も
に
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
〈
と
の
一
文
を

『
進
修
百
年
』
に
寄
せ
て
い
る
。
45
年
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
は
、
ヨ
ッ
ト
の
女
子
Ｓ
級
で
、
高
23
回
の
友

部
美
恵
子
・
鈴
木
敦
子
両
氏
は
全
国
優
勝
し
て
い
る
。 

昭
和
50
年
代
か
ら
60
年
代
に
か
け
て
女
子
の
数

は
増
え
続
け
、
女
生
徒
の
割
合
は
二
割
を
超
え
る
よ

う
に
な
り
、
59
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
も
、
ヨ
ッ
ト

部
女
子
が
Ｆ
Ｊ
級
で
全
国
優
勝
を
果
た
し
、
62
年
に

は
女
子
剣
道
部
が
団
体
及
び
個
人
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
出
場
す
る
な
ど
一
高
女
子
の
活
躍
が
目
立
っ
た
。 

 

平
成
期
に
入
っ
て
か
ら
も
女
子
の
数
は
増
え
続

け
、
遂
に
全
生
徒
の
三
分
の
一
強
が
女
子
で
占
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
、
も
は

や
男
子
校
の
中
の
女
子
と
い
う
意
識
は
殆
ど
な
い
。 

 

校
内
に
ま
と
も
な
居
場
所
す
ら
無
く
、
肩
身
の
狭

い
思
い
で
一
高
生
活
を
送
っ
た
半
世
紀
前
の
女
生
徒

た
ち
に
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
今
の
一
高
は
女
子

に
と
っ
て
大
変
居
心
地
の
良
い
学
校
に
な
っ
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
最
初
に
女
子
が
入
学
し
て
か
ら
今
年

で
ち
ょ
う
ど
六
十
年
経
つ
。
男
女
共
学
の
歴
史
は
創

立
百
十
余
年
の
半
ば
以
上
を
刻
ん
だ
。
こ
の
間
、
女

生
徒
た
ち
は
尐
し
ず
つ
だ
が
着
実
に
、
土
浦
一
高
に

自
分
た
ち
の
活
動
の
場
を
広
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

蛇
足
的
だ
が
、
平
成
19
年
度
の
本
校
の
女
子
大
合

格
者
数
を
羅
列
し
て
み
た
い
。
お
茶
の
水
６
、
津
田

塾
15
、
東
京
女
子
15
、
日
本
女
子
11
。
こ
れ
ら
の

数
字
を
ど
う
見
る
か
に
つ
い
て
は
論
評
を
控
え
た
い
。 

 

つ
い
で
な
が
ら
、
冒
頭
の
集
合
写
真
に
写
っ
て
い

た
男
生
徒
の
一
人
で
あ
っ
た
筆
者
に
は
、
六
十
年
後

の
今
、
一
高
祭
や
野
球
応
援
な
ど
事
あ
る
ご
と
に
、

校
歌
《
亀
城
一
千
の
健
男
児
》
を
、
初
め
は
尐
し
躊

躇
い
な
が
ら
も
、
や
が
て
は
拳
を
振
り
上
げ
屈
託
無

く
声
高
に
謳
う
本
校
女
生
徒
が
、
新
た
な
《
我
が
校

風
を
輝
か
せ
》
て
い
る
頼
も
し
い
担
い
手
に
思
え
る
。 

年度 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 

水戸一  2 13 20   9 10 12   9  3   7   2   8 14 22 25 36 36 

土浦一   6 32 10  6  4   6 4 17 13 22 12 27 32 39 34 42 

「水戸一高百年史」，土浦一高・ 学校要覧より作成 

表１  水戸一高・土浦一高の年度別女子入学者数（昭和２５～４０年度） 

 

表２  土浦一高の女子入学者数の推移 

年度 昭 25 30 35 40 45 50 55 60 平 2 7 12 17 22 

女子入学者数 6 6 12 42 57 68 83 104 128 138 139 117 114 

入学者総数 350 371 373 445 361 360 404 423 425 381 365 327 325 

女子割合(％) 1.7 1.6 3.2 9.4 15.8 18.9 20.5 24.6 30.1 36.2 38.1 35.8 35.1 

土浦一高・学校要覧より作成 

女生徒の活躍が目立つ文化祭 

フォークダンス（高２１回） 昭和４３年 

少数精鋭時代の女子剣道部（昭和５８年） 


